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競争的な水素サプライチェーン構築に向けた技術開発事業／大規模水素サプライチェーンの構築に係る技術開発

／大規模調整電源となる水素ガスエンジンの技術開発

P1-35

連絡先：川崎重工業株式会社 技術開発本部 エネルギーシステム研究部
宮本 世界 (E-mail: miyamoto_sekai@global.kawasaki.com)

連絡先：○○○
○○○○○○○○

背景・コンセプト

目的・目標

達成目標

図示有効平均圧力
(出力の指標)

2.3MPa以上
(18シリンダ機で出力7.8MW相当）

燃料
水素100%（主目標）

／水素・天然ガス併用
／天然ガス100%

着火方式 火花点火方式

燃料供給方式 直噴方式とポート噴射方式の併用

発電効率（実機換算） 45%以上

◼国内では再エネの需給調整となるカーボンニュートラル電源への需要が高まると予測．
◼海外(特に欧州等では大規模な水素パイプラインが計画されており、水素発電市場拡大の可能性．

発電用水素ガスエンジンを社会実装し、電源の脱炭素化と水素需要拡大に貢献

◼大規模調整電源として必要な高性能（高効率・高出力・動特性など）を実現するため、水素の
筒内直接噴射（直噴）技術を構築

実用化の見通しと課題

～FY2027：燃焼技術構築 2030年代前半：社会実装実機開発・実証

本技術の多気筒実機開発への適用や、直噴弁の長期耐久性などが実用化に向けた課題

本年度の成果

最小水素噴射圧で高出力/高効率を
実現するための水素直噴燃焼試験

大型水素エンジン試験設備の
水素供給高圧化

水素直噴弁設計・製作

水素直噴試験に向け準備中

直噴弁搭載ガスエンジン設計・製作

⑥水素自着火を抑制可能な
潤滑油の研究

ポート噴射方式（従来方式）での
燃焼データ取得

潤滑油
仕様小型水素ガスエンジン試験設備によ

る水素直噴噴流/燃焼特性の把握

ベース
データ

試験
設備

エンジン部品

設計情報

設計基礎データ
最適運転
条件

設計要求

設計要求

実機サイズ(ボア径300mm)

基本設計完了．

搭載性検討、
基本設計完了．

直噴弁駆動方式によ
る燃焼比較評価完了．

試験すべき条件、
仕様の検討完了．

試験装置の構築完了．

直噴弁

リスクアセスメント、
基本設計完了．

15
川崎重工業株式会社、学校法人五島育英会 東京都市大学、国立大学法人 千葉大学


	スライド 1

